
ハ ウ ス 夏 秋 ピ ー マ ン の 省 力 ‐多 収 技 術
― 主 枝 鼓 仕 串 培 法 ―

(閣試 野 菜花き部)

1.背 景とねらい

本県の夏秋ピーマンは,再 よけ率が50%を 上回リパイブハウス利用作理が年々増加し,品 質,生 産力向上が着箕に図られ
ている。しかしこのハウス作型では生育期間が長く,長 期栽

ゃ
となるため草姿が過繁茂となり易く,生 産力低下に影奪す

'る
穀

率_との大きな問題点となっている。また現況の仕立法も仕立本数の多い立枝4本 U字 翌仕立法を採用しており, この過繁茂に
より採光性,作 主効率の低下が顕著となっており,作 養性の高い省力,増 収の可韓な新仕立法の開発が望まれている。従って
これら誇条件の向上が期待できる主技直立仕立法を検討した結果,一 応の成果が得られたので普及奨騎事項に供したい。

2.技 術の内容

(1)主 技直立 1本仕立法は従来の主校4本 U字碧仕立法に比較し整枚関連労力が若しく省力でき,採 光性も良いために品質,
収量は向上する。
・
主技直立仕立栽将法の栽培特徴は表-1の とおりである。

表-1 主 技直立仕立裁培法の特徴
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(2)主 技直立栽培での主校仕立様式は図-1の とおりである。 1次分技から派生する2次分技を主校とし,強 い主技を 1本
直立し他の主枝を発枝するのを基本として,日 技処理方法を日技弱摘心 (緒心節位 8節 ,孫 技放任)と する仕立法である。
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図-1 主 技直立 1本社主法

(3)主 枝直立 1本仕立法での穀ほ様式は,慣 行と同様のうね幅 1 8 0cn,株間4 5cn,
式では整技関連労力で慣行より70%以 上の大幅な省力が可能である。
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1条植とする。この主技嵐立仕立様



(4)運 応地域 県下全域

3,指 導上の留意点

(1)適 用品種,栽 培管理は慣行に準ずるものとする。

(2)定 植の際は直立主枝が均一に配置されるよう,育 の1次分技が畝に並列になるように苗を定植する。

(3)主 校の捻枝は誘引時に行い,枝 折れを防ぐため晴天の年後に実施する。また畝面に発枝する主技は株の百側に均等に配

置する。

(4)直 立主技から発生する第 1～ 2日枝は比較的強勢で,日 技のほ節位が混み合いやすく,ア プラムシの発生〕着色不良果

が増加するので畝の再側に地上高 40口 前後の誘引線を張り,倒 枝を誘引する。

(5)側 枝の摘心は8節摘心を基本とするが,作 業性を考慮し日枝長によって随時摘心節位は調節する。

4.試 験成績

表-2  主 慎の仕立性式 殺鵬 式による増収効果
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